
「学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

③：２２７ｇｈ０２０３１３ｗａｓｅｄａ０４相似比   難易度３ 

下の図のように、線分ＡＢを直径とする円Ｏの中心をＯとする。 

線分ＯＡ上に点Ｃをとり、点Ａを中心とし、ＡＣを半径とする 

円Ａと直線ＡＢと２つの交点のうち、 

Ｃでないほうの交点をＤとする。 

また、円Ａと円Ｏとの交点をＥ，Ｆ 

とし、直線ＤＥと円Ｏの２つの交点 

のうち、ＥでないほうをＧとする。 

同様に、直線ＤＦと円Ｏの２つの交点 

のうち、ＦでないほうをＨとする。このとき、 

線分ＧＨの中点がＣに一致していた。 

１）★★∠ＡＤＥの大きさをａとするとき、次の角の大きさをａを 

用いて表せ。 

（１）∠ＯＥＡ 

（２）∠ＧＯＣ 

２）★★★ＯＡ＝１のとき、線分ＡＤの長さを求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）（１）∠ＯＥＡ＝∠ＯＡＥ 

∠ＯＡＥ＝２ａ 

∠ＯＥＡ＝２ａ 

 （２）∠ＧＯＣ 

∠ＯＥＧ＝１８０－３ａ 

∠ＯＧＥ＝∠ＯＥＧ＝１８０－３ａ 

∠ＧＯＣ＝１８０－（ａ＋１８０－３ａ）＝２ａ 

２）ＯからＥＡに垂線をひき交点をＫとすると、 

△ＯＫＡ≡△ＧＣＯ 

｛ＯＡ＝ＯＧ（円の半径）、 

∠ＯＡＫ＝∠ＧＯＣ＝２ａ  １）（２）から 

∠ＯＫＡ＝∠ＧＣＯ＝９０°    直角三角形において斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等

しい。）｝ 

ＡＤ＝ｘとするとＥＡ＝ｘ からＡＫ＝   ､   ＯＣ＝１－ｘ 

ＡＯ＝１から 

ＡＫ＝ＯＣ   

 

 

 

 

 

 

A BD C O


E

G

H

F

a

a 2a

2a

1

2
x

1
1

2

2 2 , 3 2

2

3

2

3

x x

x x x

x

AD

 

  






